
平成29年度中西別幼稚園 保護者評価の結果
各保護者に4段階での評定をお願いし、13家庭中12家庭より回収した結果です
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① ■の施設や餞饉を有効に利用するため、■の内外の環範整儡
や美化に努めていると思いますか
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② 自然理燒や飼育・載培書が活かされ、豊かな体験を生み出す
活動になつていると思いますか
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子ども

Э お子さんは、幼稚■に喜んで通つており、総じて、楽しい喘
子が感じられますか

3.77 3.81 3.87 332

⑤ 換拶や遺事の指導について、幼稚日での指導は十分に行われ
ていると感じますか

357 3.53 3.73
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⑥ 教臓員は、子どもに薔り添いながら熱心に保育にあたつてい
ると感じられますか

3.86 3,90 3.93 3.91
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教職員は、子どもの心身の発達や悩みなどの相餞に気素に応
臓意が薔じられる

3.86 3.71 387 3.91

③ 教職員は、…強した方針の下、協力して運営や保育にあたつ
ているように思えますか

3.91 3.57 3.67 3.82

4
連携

⑨ 保護者やPTAとの理機が積目的で適切に行われていると思
いますか

3.86 3.52 373 332

⑩ Jヽ学校や中学校、地域の子育て活動との連携が目られ、開か
れた日の姿勢があると●じますか

3.95 371 3.71 3.82

5
教育活コ
の姿勢

⑪ 子どもの様子が日たよりやプログ、学報通信などで知らさ
れ、教育方針がわかりやすく伝わつていると思いますか

4.00 3.90 &93 3.91

⑫ 子どもの発運や安全のために、よりよい口償や饉度を養おう
としている姿勢を感じますか

3.91 3.90 3.60 3.32

D 子どもに命の大切さや社会のルール、思いやりの心彗を育て
ようとしていると感じますか

3.82 3.67 3.67 3.82

⑭ 子どもが自分自身で考え、行動できる子に育てようとしてい
ると感じますか

3.73 332 3.73 3.92
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自由日述
・親子行事数 はなくても、内書や時間などを詳しく違織してほしいです。けラス便りなa初めての事なので、田義などがわからないことが絲 ので。
・いつも子供たちに寄り添い、楽しく過ごしている様子を兄て感饉の気特ちでいつばいです。プログや学報通信、飼育、野菜作りな

…

ではのと にカ
を入れてくれて欄もしいかrlJです。地域行事も多い0が こども日になつても変わりないので本当に31Jがたいです。
・日のプログ、他の目にはないので、刷海町内のお友違のお母さん方から大変びス リ、いいなあ～ !と言われます。日長先生、お忙しいと思いますがこれか
らも観けてください。

・全体的にはすべての項目で3.5以上という高い評価をいただいています.年 わ々すかですが平均評価が上がつています。その中で、今
後に向けて

①環境については、環境整備や動物小屋の清掃の強イヒと、町教委にヨ|き続いて教室の増築や幼稚日の建て替えについて要望していきます。

②子供についての項目では、園児は楽しく通園しているが、挨拶や返事の指導については、保護者評価が向上しているので、今後も力を入れ
ていきます。

③教職員については、保護者と先生との関係性や、一致した方針の下での指導を継続できるように、より意臓して取り組んでいきます。

④連携についての項目でも、評価が上がつています.コミュニティスクールの取り組みと連動して、よリー層の幼小中と地域との連携に取り
組んでいく。

③教育活動の姿勢の項目でも、全般的に評価が向上しているので、組織的・継続的な援助を継続していきます。
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幼稚園・小学校 。中学校の経営方針や教育活動は、子どもの発達の段階

に合わせて作成しているので、情報の共有を図り、滑らかで効果的な教育

を行 うためにも日常的な連携は不可欠なものである。

そこで、今年度行つている管理職による打合せに加え、幼稚園や小
。中

学校のチーフによる協議会も開催し、日常の教育活動の交流も行う。

また、中西別学校区の子どもが健やかに成長するよう幼小中の職員が集

まつて子どもの学力や体力の向上、授業中の学習規律、基本的生活習慣の

確立、教育環境の整備及び支援について話し合 う機会を設ける。

2 〒打 流 ≡ ト ラ 7な ど 却 輩 調 〔こ よ る メ箸 碧 対 応

小規模地区におけるコンパクトな家庭数を活用した災害時のスムーズな

子どもの引渡しを行うためのシステム作りと合同避難訓練は不可欠である。

そこで、過去にも実施しているが、 3回行 う避難訓練のうち 1回を合同

開催とし、幼稚園 。小学校から中学校に避難してきた子どもを地区ごと、

家庭数で引渡す訓練を行う。

3現 代 つ 子 に 足 り な い 体 験 活 動 を 補 う
「 イ エ ロ ー ハ ウ ス ・ ス ク ー ル (仮 )」

以前は家庭・地域で体験できた魚釣りや釜飯、ものづくりなどの体験は、

生活が様変わりする中で廃れてきた活動である。

そこで、CS推進委員会が中心となつて長期休業中に
子ども達を集めて、体験活動を行 う。場所は推進委員長

の自宅横にあるイエローハウスで、体験活動だけでなく、

宿泊を伴 う活動も行う。

中西別学校区の子どもに必要な体験活動を推進委員会で

協議・抽出し、年間計画を立て、季節に応じた活動を展開

する。

4 学 校 言平価 の 項 目 の 統 一―
育てたい子ども像が統一され、 15歳までに育てたい力を検証する
コミュニテイ・スクールにおいては、評価及び改善に活用する学校評

価の項目を揃える必要がある。

そこで、平成 30年度中に評価項目検討会議を開催し、観ッ点の整理
と発達の段階に応じた項目を検討し、合同学校評価を平成 31年度か
ら実施する。
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